
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

発行：西土木事務所 

令和２年１月 1 日  

いつも愛護会活動にご協力くださりありがとうございます。 

日常の公園清掃のおかげで、公園が利用者にとって、『居心地のいい場所』になっています。 

しかし、清掃作業は重労働でもあります。“無理せず楽しく”をモットーに継続をお願いします。 

さて愛護会のみなさんは、公園での清掃時のゴミはどのようにしていますか? 

公園の清掃で出たゴミは、愛護会に配布している黄色いごみ袋に入れて、公園の入口などに置い

ておくと回収してくれると思っていらっしゃる方も多いかもしれませんが、置いておくだけでは回

収してくれません。ここでゴミの回収方法の手順について再確認をお願いいたします。 

まず、回収は資源循環局が担当していますが、家庭ごみなどの通常のゴミ回収車ではなく、「地域

対策作業車」が回収することになっています。公園の清掃後は、お手数ではありますが、毎回資源

循環局にご連絡をして、下記３点をお伝えくださるようにお願いいたします。 

＊公園名  ＊公園の場所、ゴミを置いている場所  ＊ゴミ袋の個数 

収集車は、回収できる容量が決まっているので、特にゴミ袋の個数が多い場合 

には、一度に回収できないこともあることをご了承ください。 

 
 ●ご連絡先は、資源循環局西事務所  ２４１－９７７３になります。 

毎年 1 月末締め切りで、「物品支援申込書」と「技術支援申込書」の提出をお願いしています。 

今年は、支援物品の内容に一部変更がありますのでお知らせいたします。 

 今プラスチックの海洋汚染に端を発した、プラスチック問題は世界共通の大きな課題となってい

ます。横浜市でもこの課題解決に取り組むべきこととし、愛護会に配布している物品の見直しが検

討されています。ペットボトルで提供していた飲み物に関しては、アルミ缶の飲み物に変更になり、

キャップ付きのものを予定していますが、サイズは５００ml より小さくなる可能性があります。 

日頃の清掃で一番重要なゴミ袋に関しても、「バイオマスプラスチック製」のごみ袋への変更を検

討されています。これは、微生物によって生分解される「生分解性プラスチック」及びバイオマス

を原料に製造される「バイオマスプラスチック」の総称であり、プラスチックに起因する様々な問

題の改善に幅広く貢献することが期待されているものです。 
物品の変更により、ご不便をお掛けいたしますが、ご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。 

 

 

本年もよろしくお願いいたします。 
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 毎年 11 月の恒例になっているのが「横浜市公園愛護会表彰式」です。 

一年に一度、この日だけはいつもの青服作業着を脱ぎ、ちょっと正装 

して、受賞者のみなさんをお迎えします。 

令和最初の西区の受賞団体は、「新田間公園愛護会」に、更に 2 年ぶり 

に個人表彰を「西戸部町二丁目公園愛護会杉山邦彦会長」が受賞されて、 

メンバーのお２人が代理で受賞式に出席しました。 

10 年もの長い期間会長を務めてくださったことに感謝いたします。 

 

3 人並んで記念撮影 

 受賞したふたつの愛護会では、毎年春と秋の２回、土木事務所から花苗を提供し、愛護会メンバー

だけで植え付けを行っています。 

新田間公園の花壇は、会長の几帳面なところが表されるように、花苗がきちんと整列していて、

すっきりとした印象になっています。 

西戸部町二丁目公園の花壇は、三つ並んだ花壇で、花の種類や色で配置が考えられていて、それ

ぞれに特徴のある花壇になっています。 

花のある公園は、明るい印象になり、訪れる方に大変喜ばれています。 
 

新田間公園 

西区の紹介はコチラ 

西戸部町二丁目公園 

西土木事務所では、毎年中学生の職業体験を受け入れています。 

9 月には、老松中学校の 4 名が、浅間台みはらし公園で、ツツジの苗

を 150 株ほど植えました。残暑の中厳しい作業でしたが、愛護会メン

バーも職員も参加して楽しい時間を過ごしました。 

11 月には、西中学校の 2 名が、南軽井沢公園でチューリップの球根

と花苗を植えました。冷たい雨の中での作業となってしまいましたが、

愛護会のメンバーも参加してくださり有意義な時間となりました。 

どちらも春には、きれいな花を咲かせてくれるのが楽しみです。 

令和元年 9 月、台風 15 号と 19 号が続けて関東を直撃し、激しい雨と風の影響で、多くの公園で

樹木の枝が折れてたり、大きな木が倒れる等の被害がありました。愛護会のみなさまには、公園に散

らかった枝や倒れた倉庫の片づけなど、翌日からすぐに作業してくださり、大変感謝しております。     

土木事務所の対応が遅れてご迷惑をお掛けしたこともあると思います。大変申し訳ありませんでし

た。災害はいつやってくるかわからないものですが、今後も共に力を合わせて、公園の管理を行って

参りたいと思いますので、お力をお貸しくださいますようよろしくお願いいたします。<m(__)m> 


